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は し が き

千早赤阪村は大阪府下で唯―の村であ ります。四季

折々に美しい姿を見せる日本棚田100選 に選ばれた「下

赤阪の棚田」や春夏秋冬登山者で賑わう「金剛山」など、

今なお多 くの自然が残されています。また、歴史的には

南北朝時代に楠木正成が山城を築き幕府軍と戦ったこと

でも知られています。このように豊かな自然と歴史の残

る村の埋蔵文化財包蔵地の 1つである楠公誕生地遺跡に

おいて今年度発掘調査を行いました。本報告書はこの成

果を記したものです。

調査の実施及び遺物整理にあたっては、多 くの方々の

ご理解 。ご協力を賜りました。厚く御礼申し上げます。

今後とも本村の文化財行政にご理解・ご協力いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。

平成14年 3月

千早赤阪村教育委員会

教育長 大 西 清 和



例

1  本書は、平成13年度に行われた楠公誕生地遺跡内における公共事業に伴う埋蔵文化財調査の概

要報告書である。

2  調査は、千早赤阪村教育委員会 指導課 琴日泉大樹を担当者として、平成13年 7月 9日 に着手し、

平成13年 8月 9日 をもって終了した。引き続き遺物整理を行い、平成14年 3月 31日 に完了した。

3  本書の執筆・編集は和泉が行った。

4  調査の実施及び本書の作成にあたっては次の方々の参加を得た。 (順不同・敬称略)

岩子苑子・谷口夫抄子・福田夏子・周藤光代 。前川篤史

5  現地調査及び遺物整理において下記の機関・方々にご協力頂きました。記して感謝の意を表し

ます。 (順不同・敬称略)

大阪府教育委員会・千早赤阪村立郷土資料館・千早赤阪村教育委員会管理課 。西山昌孝

6  挿図の方向は国土座標に基づく座標北を示し、標高はT.Pで表示した。

7  第 2図周辺遺跡分布図の桐山遺跡は現在範囲が拡大しているが、本書では拡大前のものを用い

ている。

8  出土した瓦器椀については、尾上実 1983 「南河内の瓦器椀」 『藤澤一夫先生古希記念

古文化論叢』を参考とした。
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誕生地遺跡発掘調査概要Ⅳ

l口 はじめに

(1)調査の契機

平成13年度に本村の文化施設である「くすのきホール」において公共下水道が設置されることとなっ

た。施行予定地は埋蔵文化財包蔵地の「楠公誕生地遺跡」の範囲内であったため事前調査を行った。

調査は平成13年 7月 9日 から8月 9日 の期間で行った。調査面積は194だ であるが、下水道工事に伴

う調査であり調査区は細長く、且つ 4箇所に分かれた。本報告書ではそのうち遺構を検出した調査区

についてその概要を記す。また、平成 3・ 4年にかけてこの「くすのきホール」建設に際して行われ

た発掘調査で14世紀代の建物跡を確認しているため、調査を行うにあたっては、それらの遺構群との

繋がりなどを念頭に入れて調査を行った。

(2)調査地周辺の歴史的環境

千早赤阪村は大阪府の南東部に位置する。行政区では北 。西 。南側を河南町・富田林市・河内長野

市と、東側を南北に連なる金岡J山地を境に奈良県御所市・五條市と接する。その金剛山地から北へと

延びる丘陵上、千早赤阪村大字水分に調査地は位置する。

本村では現在旧石器・縄文・弥生時代の生活痕跡はほとんど確認されていないものの、今回調査を

行った楠公誕生地遺跡や大廻遺跡などから縄文時代後期磨消縄文の深鉢片や石器類が数点出上してい

る。また、巨視的に周囲を見れば約 2 km北側に位置する河南町の神山遺跡からは縄文早期押型文土

器・前期条痕文土器・後期磨消縄文土器などの上器片が出土している。

調査地周辺の古墳時代の遺跡は森屋古墳群・御旅所北古墳 。御旅所古墳・浄心寺山古墳などがある。

|

調査地の北西に位置する森屋古墳群は 6基あった

とされているが、いずれの古墳も昭和20年代に道

路の設置やみかん山の開墾などにより消滅してお

り現在では見る影もない。しかし、中村編年Ⅱ型

式 1・ 2段階の脚付有蓋子持壷 ,台付壺、同 3段

階の子持器台などが付近から採集されている。調

査地の北側に位置する御旅所北古墳・御旅所古墳

は本村で発掘調査を行った唯―の古墳である。調

査は昭和56・ 57年 に行われており、御旅所北古墳

からは周溝や縄掛突起をつ組合式家型石棺 2基が

確認されている。調査地の南西に位置する浄心寺

山からはみかん山開墾時に中村編年Ⅱ型式 5段階

の杯蓋が採集されている。

調査地周辺の史跡赤阪城跡・森屋西遺跡・御旅
ｏ．。〕　躙
位■

Ｊ
÷
Ｔ阪赤早千

″　　翔
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はじめに

所遺跡などからは飛J島・奈良時代の遺物・遺構を確認している。史跡赤阪城跡からは丘陵の裾部を調

査した際に飛鳥 I・ Ⅱ、平城段階の上器が出土している。森屋西遺跡からは詳細は不明であるが、み

かん山開墾時に蔵骨器と考えられる有蓋の須恵器が採集されている。調査地の北側に位置する御旅所

遺跡からは奈良時代の掘立柱建物や溝が確認されている。

本村は南北朝動乱の舞台の 1つ となった場所であり、多くの中世の遺跡が存在する。山城跡は昭和

9年という比較的早い段階で史跡指定を受けた千早城跡・楠木城跡 (上赤坂城跡)。 赤阪城跡 (下赤

坂城跡)を はじめ、二河原辺城跡 。本宮叛跡 。しょうぶ城跡・枡形城跡・猫路山城跡 。国見山城跡な

ど多数存在する。館跡と考えられる遺跡としては、今回調査を行った楠公誕生地遺跡や調査地の南西

に位置する桐山遺跡などがある。楠公誕生地遺跡は平成 3・ 4年にかけて「くすのきホール」建設に

伴って発掘調査が行われており、14世紀の 2重の堀に囲まれた建物跡を確認している。また、付近に

は「楠公産湯の井戸」の伝承地が残る。桐山遺跡は建武の中興以降の楠木邸跡と伝えられており、「古

屋敷」。「花屋敷」。「光明院跡」などの小字名が残り、中世の瓦や土器片が採集されている。他にも調

査地の北西に位置する森屋西遺跡・矢場武遺跡・曼荼羅院跡・出合遺跡、北側に位置する川野辺遺跡

などの中世の遺跡がある。また、矢場武遺跡の周辺には「矢場武」。「甲取」。「城ケ越」など城跡と関

連があると考えられる小字名が残る。

これら埋蔵文化財包蔵地・伝承地などの他にも、森屋惣墓にある河南町寛弘寺神山墓地の正和四年

の銘のある五輪塔とほぼ同じ時期の石造五輪塔「寄手塚」や南北朝時代のもので、反花基壇上に塔を

備え、大和系の製作手法が伺える石造五輪塔「身方塚」などの石造文化財や建水分神社など多くの文

化財が点在する。

【参考文献】

和泉夫樹 2000 「千早赤阪村の山城 上赤坂城跡採集遺物」『摂河泉』第30号

和泉大樹 2001 「千早赤阪村の消滅した古墳」『誕生地遺跡発掘調査概要Ⅲ』

尾谷雅彦 1996 「御旅所遺跡出上の韓式系土器」『韓式系土器研究Ⅵ』

千早赤阪村教育委員会 1983 『御旅所 。御旅所北古墳調査報告書』

千早赤阪村教育委員会 1995 『誕生地遺跡発掘調査概要 I』

千早赤阪村教育委員会 2000 『国史跡赤阪城跡 千早赤阪村埋蔵文化財調査報告書 第 2輯』

千早赤阪村村誌編さん委員会編 1980 『千早赤阪村誌』 千早赤阪村役場

福澤邦夫 1994 『千早赤阪の石造文化財 I 千早赤阪村文化財調査報告書 第 4集』

千早赤阪村教育委員会
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第 2図 周辺遺跡分布図 (1/2,000)

19 南畑地蔵堂石造地蔵立像

20 建水分神社跡

21 重文 建水分神社本殿

【22 官の原遺跡
2ヽ3 二河原辺城跡

124 城阪遺跡

f25 しょうぶ城跡

126 国史 補木城跡

27 -番のきり城跡

28 金峯神社遺跡

29 枡形城跡

1311 猫路山城跡

31 本宮城跡

32 不本見神社層塔

33 阪の垣外遺跡

望 東阪墓地石造工輪塔

1 森屋西遺跡

2 府 寄手塚・ 身方塚

3 森屋 1号墳

4 森屋 2号墳

5 国史 金山吉墳

6 御旅所遺跡

7 曼茶羅院跡

8 御旅所北古墳

9 御旅所古墳

10 川野辺遺跡

11 川野辺東城跡

12 矢場武遺跡

13 国史 赤阪城跡

14 出合遺跡

15 誕生地遺跡

16 神宮寺石造弥陀各号板碑

17 桐山遺跡

18 浄心寺山古墳
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調査成果の概要

2.調査成果の概要

(1)は じめに

先にも記したが今回の調査においては調査トレンチが4箇所に分かれた。これらは調査着手日時の

順にA・ BoC・ Dと調査 トレンチをアルファベットを用いて記号化した。本報告書ではこのうち遺

構を検出したC・ Dト レンチの調査成果の概要について報告する。

(2)Cト レンチの調査成果概要

【層序】

トレンチ南側ではアスファルトを捲ると約40cmは攪乱が、その下位で約20cmの厚みをもって中世の

遺物包含層 (第 5図③灰色粘質土)が堆積する。それらを除去すると地表面下約50cm付近で暗灰黄色

粘質土をベースとする第 1遺構面が形成される。さらにその下位、地表面下約80cmの付近でにぶい黄
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第 3図 調査 トレンチ位置図

ドヽ`
いよl111111lHlhll′ ′′ィ″ヵ

-4-

澄 我 r



西壁断面

① 舗装

② 撹乱

③ 5Y2/2 灰オリープ色土

④ 5Y3/1 オリープ黒色粘質土 (遺物包含層)

⑤ 7.5Y4/1 灰色粘質上 (遺物包含層)

① 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土 (第 1面ベース層)

0 10Y4/1 灰色粘質土 (遺物包合層)

8軋覧
3脇

書彗費晃9曇k_スp ⑩
⑩ 2.5Y4/4 オリープ褐色混礫土 (地 山)

① 2.5Y4/2 暗灰責色粘質土 (S D01)

段 Fi:1411ど負粘質土争P01)    0

誕生地遺跡発掘調査概要Ⅳ

写真 2 Cト レンチS D01断面

2m0 10Y4/1 灰色粘土 (S D01)

⑭ 7.5Y5/1 灰色粘土 (S D01)

第 4図  Cト レンチ北端断面図

色粘質土をベースとする第 2遺構面が確認できる。さらに責褐色粘質上の堆積を間に挟み、地表面下

約130cmの 付近で礫が混在するオリーブ褐色混礫土 (地山)が確認できる。この地山は北方向へ行 く

につれてなだらかにレベルを下げる。なお、地山では遺構を検出していない。 トレンチ北端では土層

の堆積が増加する。アスファルト・攪乱 。2層の遺物包含層 (第 4図④オリーブ黒色粘質土・⑤灰色

粘質土)を除去すると暗灰黄色粘質土をベースとする第1遺構面が地表面下約90cIIlに認められる。さ

らに下位に2層の古代の遺物を若干含む遺物包含層 (第 4図⑦灰色粘質土 。③黄褐色粘質土)を挟み、

灰オリーブ色粘質土をベースとする第2遺構面が地表面下約150cmの 付近で確認できる。この直下で

地山が確認できる。

【検出遺構と出土遺物】

Cト レンチは中央部で大きく攪乱を受けており、遺構はトレンチ南側で攪乱を上手く免れて残存す

る。(第 5図 )

写真 1 平成 3・ 4年度調査区全景
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第 6図  Cト レンチ S K03平画図・断面図・ 出土遺物実測図

第1遺構面では柱穴 (S P01～10)10基、土坑 (S K01～05)5基、溝 (S D01)1条 を検出した。

このうち、 トレンチ北端でS D01を確認したが、攪乱などの影響もあり平面的には検出できず断面で

のみ確認した。平成 3・ 4年度に「くすのきホール」建設に伴う発掘調査によって建物跡を取り囲む

ように2重に巡る溝を検出しているが (写真 1)、 このS D01は 位置・形状 。規模から考えて、この

うちの内側の溝に対応すると考えられる。S P07を 除くすべての遺構から瓦器片・土師器片などの遺

物が出上しているが、いずれも小破片のため、時期を確定するには至らない。このうちS K03か らは

尾上編年Ⅳ-2段階の瓦器椀や残存状態の良い土師器皿などが出上している。(第 6図 )

第2遺構面では合計23基の柱穴 (S P01～23)を検出した。このうち、S P02か ら土師器片、SP
05。 20か ら瓦器椀片、SP■・17・ 21・ 22か らは土師器片・瓦器片が出土している。これらは小片で

あり時期は明瞭に記せない。

【包含層出土遺物】(第 7図 )

中世の遺物包含層である灰色粘質土層からは瓦器椀片・土師器皿片などを中心に多くの遺物が出土

-7-
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している。 1～ 6は瓦器椀である。こ

のうち 1～ 3は底面に高台が貼 り付く。

1は 口径15。 5cm、 器高4。 6cmを 測る。

内面見込み部のミガキは平行線状に施

される。高台断面は半円形に近い形状

を呈する。諸要素より概して尾上編年

Ⅲ-2・ 3の時期を考えたい。 2は底

部径5。 2cmを 測り、 1に比して口径・

器高ともに大きヤヽことが想像できる。

高台は 1に比してやや鋭い。小破片で

あるため編年に照らし合わせることは

困難であるが、 1よ り時期が遡ること

は間違いない。 3は底径 6 cmを超える。

高台高は 8111111で 外側へ張り出すような

形状を呈する。これらのなかでは最も

時期の古いものである。 4～ 6は高台

の貼り付かないタイプである。 4は口

径11.5clll、 器高2.8cmを 測る。 5は 口

径10clll・ 器高2.9cmを 測る。 6は 口径

■cm、 器高3.2cmを 測る。各々概 して、

Ⅳ-2・ 3、 Ⅳ-4、 Ⅳ-3・ 4の時

期を考えたい。

今回の調査では多くの上師器皿が出

土した。これらは色調・プロポーショ

ンなどにより大きく以下の6タ イプに

分類できる。

A類 白色を呈するもの (15)

B類 胎土に金雲母を顕著にふくむ

もの (16)

C類 薄橙色もしくは橙色を呈し、

丁寧にナデ調整を施し、なめ

らかに成形するもの (7～

14)

誕生地遺跡発掘調査肌要Ⅳ

一

第 8図  Dト レンチ遺構配置図・断面図

-9-

日
３

■

Ｈ
Ｈ

＋

出
●

合
０
】
の
）
引
箪
架
岬
韓
塑
　
∞
＼
∞
常
”
ヨ
　
○

合
Ｏ
Ｘ
の
）
引
Ｍ
葉
卜
ｊ
＾
ぺ
≦
　
Ｎ
＼
苺
”
ｎ　
◎

（３
∩
∽
）
引
懸
翠
Ｊ
枢
К
塾
　
∞
＼
〕
胸
ｑ
Ｎ　
Ｏ

（３
∩
の
）
引
思
槃
Ｊ
犀
枢
Ｋ
　
Ｎ
＼
ｗ
暗
”
ョ
　
◎

（ヨ
瑠
）
引
愁
騨
ヽ
１
＾
代
思
　
Ｎ
＼
聟
”
い
　
Θ

（理
却
口
尽
瑠
）
引
思
翠
Ｊ
枢
К
醤
　
ω
＼
ゆ
”
彎
Ｎ　
Ｏ

引
Ｍ
報
起
暉
枢
‘
猾
里
　
∞
＼
め
熊
”
ョ
　
Ｏ

引
懸
報
Ｊ
暉
ト
ー
か
代
　
∞
＼
ｑ
】
り
ヽ
　
③

引
箪
翠
岬
軍
枢
を
氣
里
　
φ
＼
゛
ぼ
嘉
ョ
　
Θ

引
箪
架
岬
К
　
Ｈ
＼
弩
弟
ゆ
　
⑤

報
都
・
鶏
筆
　
Ｏ

日

゛

恒
蓋
制
導



調査成果の概要

D類 薄橙色もしくは橙色を呈 し、外面に顕著にナデ調整を施すもの (17～ 19)

E類 薄橙色 もしくは橙色を呈 し、底部がやや上げ底となるもの (20。 21)

F類 底部が上げ底となる、いわゆるヘソ皿と呼ばれているもの (22～ 26)

A類の15は底部がやや上げ底となる。B類の16は復元口径が 8 clllを 超える。他に比 してやや大き目で

ある。 C類は最も点数が多い。D類の17は 口径 6 cmと 他に比して小さ日である。E類は胎土に大き目

の石粒が混じる。 F類は口径 8 cm代 の22・ 23と 、口径 6～ 7 cmの 24～26の 2者に細分できる。

瓦器椀・土師器皿以外の出土遺物は以下のようなものがある。27は瓦質の発である。復元口径は40.

4 cmを測る。28は瓦質の火舎である。復元口径50cmを 測る。29は フイゴの羽口である。外周径7.5cm、

厚さ約 2 cmを測る。外面には被熱痕跡が認められる。30。 31は碁石である。また、この包含層には災

や焼土、多くの壁土が混在する。

(3)Dト レンチの調査成果概要

【層序】

コンクリートを割り、田床土を除去すると厚さ約20cmの中世遺物包含層 (第 8図⑥暗灰黄色粘質

土)が堆積する。その下位、地表面下約70cIIl付 近で地山が確認できる。

【検出遺構と出土遺物】

遺構は土坑 (S K01)1基 、不明遺構 (S X01)1基、滞 (S D01)1条 を地山面で検出した (第

8図 )。 これらすべての遺構から瓦器片・土師器片などが出土した。このうち、S D01か ら瓦器椀 。

土師器皿などが比較的まとまって出上した。

S D01

Dト レンチの西端で検出した。これより西側は攪乱となる。 S D01は 幅約 2m、 最深部で約40cmを

測 り、北北西の方角へ延びる。形状は逆台形を呈し、埋土は上層の灰責色褐色粘質土 と下層の暗灰黄

色粘質上に分層できる。遺物は両層から瓦器椀・土師器皿などが出土した。 1～ 4は瓦器椀である。

各々、口径は■.5cm、 ■.8cm、 ■cm、 10。 4cmを、器高は2.7cm、 2.7cm、 2.8cm、 2.9cmを測る。概 して

尾上編年Ⅳ-2～ 4の範囲で納まる。 5～ 10は土師器皿であるが、 5・ 6は復元口径10cm代の大き目

のものである。

3.ま とめ

以上、調査の概要について記した。下水道工事に伴う調査のため平面的な情報は得にくかったが、

過去の調査で検出されている溝の連続をCト レンチ北端で検出したり、また、尾上編年Ⅲ-2～Ⅳ―

4段階の瓦器椀を包合する層からは過去の調査においては出土していないフイゴの羽口が出土するな

どの成果を得た。

- 10 -―
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第9図  Dト レンチS D01平面図・断面図。出土遺物実測図

このように単独で考察すれば極めて少ない情報量であるが、蓄積を重ね、将来的に楠公誕生地遺跡

の全容を明確にする手掛かりの1つ となるよう、今回の調査成果を大切に記録保存したい。

―- 11 -―
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